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３ 計画の進捗管理（PDCA） 

４ SDGs に貢献する横浜市の下水道 
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１ 経営理念と経営方針 

 

 

 

 

 

経営理念 

かけがえのない環境を未来へつなぐ横浜の下水道 

～下水道の多様な機能を通じて市民のくらしを支え、横浜の明日を創る～ 

 

 

 

経営方針 

１ 持続的なサービスの提供 

適正かつ効率的な施設管理に取り

組むとともに、事業運営の基盤強化

を図ることにより、安定したサービ

スを持続的に提供します。 

２ 強靭なまちづくり 

大雨や地震といった災害に対し、

下水道の防災、減災機能を着実に向

上させ、市民の生命や財産を守り、安

心で安全な市民生活を支えます。 

３ 良好な水環境の創出・循環型

社会への貢献 

下水道による良好な水環境・水循

環の創出や、資源・エネルギーの有効

活用による循環型の社会や経済の実

現により、良好な環境に貢献します。 

４ カーボンニュートラルの推進 

下水道事業のあらゆる場面におい

て、地球温暖化対策の視点を考慮し

た取組を実践し、脱炭素社会の実現

を目指します。 
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２ 計画の概要 

 

 

名  称  横浜市下水道事業中期経営計画 2026 

 

計画期間  2026～2029年度(令和８～11年度)の４年間 

 

位置づけ  本計画は、経営理念及び経営方針を具体化し、「下水道事業が目指す姿」の

実現に向けて、持続可能な下水道事業運営を推進するために策定する４年

間の実施計画です。なお、本計画は「横浜市中期計画 2026-2029」に整合

した内容で、総務省が公営企業に策定を求めている「経営戦略」に位置づ

けています。 

 

策定方針  「横浜市下水道事業中期経営計画 2022」の振り返り、下水道事業を取り巻

く環境、横浜市下水道事業経営研究会からの提言等を踏まえ、次の考え方

に基づき策定しています。 

・下水道サービスの持続的な提供のため、老朽化対策を強化 

・災害に強いまちづくりのため、浸水対策と地震対策を強化 

・将来を見据えた持続可能な事業運営をより一層推進 

・市民の理解・共感を得る「施策効果の見える化」の徹底 

 
 

 
 

 
 

 

横浜市下水道中期経営計画 2026 

経営理念 

年次計画・予算 

「下水道事業が目指す姿」の実現に向けた具体化 

・下水道のある日常 

・大雨でも安心・安全なくらし 

・地震がきても衛生的なくらし 

・環境と共生した豊かなくらし 
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３ 計画の進捗管理（ＰＤＣＡ） 

本計画では、経営理念及び経営方針を具体化し、「下水道事業が目指す姿」の実現に向け

た施策を掲げ、施策の効果を達成するための取組を実施していきます。各取組に目標を設

定し、中間期、計画終了時に「中間振り返り」、「最終振り返り」を実施することで、各取

組の進捗を管理します。 

各取組の進捗状況や社会情勢及び市民ニーズの変化を的確にとらえながら計画を適宜見

直し、次の計画に反映するなど、ＰＤＣＡサイクルを回しながら推進します。 

 

 

 

 

 

 

施策の評価 

・６つの施策ごとに施策指標を設定し、計画終了時に目標の進捗状況を評

価します。 
 

取組の評価 

・取組には２つ以上の取組指標を設定しているものがあります。 

37の取組に 48の取組指標を設定し、中間期と計画終了時に評価します。 

・組織運営及び財政運営については、計画終了時のみ評価を行います。 

 
  



8 

 

 

下水道事業が目指す姿 施 策 
施策 

指標 
取組 

取組 

指標 

下水道のある日常 維持管理・老朽化対策 １ 10 11 

大雨でも安心・安全なくらし 浸水対策 １ ３ ６ 

地震がきても衛生的なくらし 地震対策 １ ４ ４ 

環境と共生した豊かなくらし 

公共用水域の保全 １ ３ ３ 

下水道資源の有効活用 １ ２ ２ 

温室効果ガスの削減 １ ２ ２ 

組織運営 － 10 15 

財政運営 － ３ ５ 

 計 ６ 37 48 
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４ SDGs に貢献する横浜市の下水道 

下水道の基本的な役割は、「都市の健全な発展及び公衆衛生の向上に寄与し、あわせて公共用

水域※の水質保全に資すること」であり、SDGs とも密接に関係しています。本市の下水道事業

は、国際目標を意識しつつ、６つの施策に加え、組織運営・財政運営を着実に推進することで、

SDGs の達成に貢献します。 

施 策 関連する SDGs の取組 

維持管理・老朽化対策 
   

浸水対策 
   

地震対策 
  

公共用水域の保全 
     

下水道資源の有効活用 
     

温室効果ガスの削減 
  

  

組織運営 
      

財政運営 
  

 

 

 

 

※ 公共用水域 
水再生センターへ流入する下水道を

除く、すべての溝渠（小規模の溝状の

水路及び管きょ）や水路及び川や湖、

海などの水域。 


